
本
稿
で
紹
介
す
る
旧
家
御
所
蔵
の
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
は
六
曲
一
双

の
屏
風
で
、
左
右
隻
と
も
縦
一
二
二
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
七
七
・
二
セ
ン

チ
で
あ
る
。
画
面
は
金
地
に
絹
本
着
色
、
絵
は
各
隻
と
も
九
図
ず
つ
計
十

八
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
各
隻
と
も
第
一
・
二
扇
、
第
三
・
四
扇
、
第

五
・
六
扇
に
三
図
ず
つ
あ
り
、
各
図
は
金
雲
で
分
け
ら
れ
ほ
ぼ
等
間
隔
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
印
章
も
落
款
も
な
く
何
れ
が
左
隻
か
分
か
ら
な
い

が
、
桐
壺
の
巻
が
第
一
・
二
扇
の
上
段
に
あ
る
方
を
ひ
と
ま
ず
右
隻
と
見

な
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
﹇
図
ア
・
イ
﹈。
な
お
巻
名
の
上
の
洋
数

字
は
巻
数
を
表
し
、
続
い
て
場
面
の
簡
単
な
説
明
、
次
い
で
（

）
内
に

当
該
箇
所
を
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
冊
数
と
頁
数
で
示
し
、
末
尾
に

そ
の
個
所
の
季
節
か
月
を
記
す
。

第
一
図
、
右
隻
第
一
・
二
扇
上
段
、
１
桐
壺
。
鴻
臚
館
に
て
源
氏
の
観
相

（
①
三
九
頁
）
季
節
不
明
。

第
二
図
、
右
隻
第
一
・
二
扇
中
段
、
１９
薄
雲
。
明
石
の
君
、
姫
君
を
手
放

す
（
②
四
三
三
頁
）
十
二
月
。

第
三
図
、
右
隻
第
一
・
二
扇
下
段
、
１３
明
石
。
源
氏
、
明
石
の
君
に
会
う

（
②
二
五
五
頁
）
八
月
。

第
四
図
、
右
隻
第
三
・
四
扇
上
段
、
６
末
摘
花
。
朱
雀
院
へ
の
行
幸
の
準

備
（
②
二
八
七
頁
）
八
月
。

第
五
図
、
右
隻
第
三
・
四
扇
中
段
、
３５
若
菜
下
。
女
楽
（
④
一
八
五
頁
）

一
月
。

第
六
図
、
右
隻
第
三
・
四
扇
下
段
、
９
葵
。
車
争
い
（
②
二
二
頁
）
四

月
。

第
七
図
、
右
隻
第
五
・
六
扇
上
段
、
４８
早
蕨
。
薫
、
宇
治
を
訪
問
（
⑤
三

五
六
頁
）
二
月
。

第
八
図
、
右
隻
第
五
・
六
扇
中
段
、
１５
蓬
生
。
源
氏
、
末
摘
花
と
再
会

（
②
三
四
七
頁
）
四
月
。

第
九
図
、
右
隻
第
五
・
六
扇
下
段
、
５１
浮
舟
。
匂
宮
と
浮
舟
、
舟
で
宇
治

《
調
査
》

「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
の
紹
介

│
伝
狩
野
常
信
筆
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
同
志
社
大
学
蔵
）
と
の
関
係
│

岩

坪

健

二
九



川
を
渡
る
（
⑥
一
五
〇
頁
）
二
月
。

第
十
図
、
左
隻
第
一
・
二
扇
上
段
、
１０
賢
木
。
源
氏
、
野
宮
を
訪
問
（
②

八
四
頁
）
九
月
。

第
十
一
図
、
左
隻
第
一
・
二
扇
中
段
、
２７
篝
火
。
源
氏
、
篝
火
の
和
歌
を

玉
鬘
と
詠
む
（
③
二
五
六
頁
）
七
月
。

第
十
二
図
、
左
隻
第
一
・
二
扇
下
段
、
１４
澪
標
。
源
氏
、
住
吉
参
詣
（
②

三
〇
六
頁
）
秋
。

第
十
三
図
、
左
隻
第
三
・
四
扇
上
段
、
３３
藤
裏
葉
。
朱
雀
院
と
冷
泉
帝
、

六
条
院
に
行
幸
（
③
四
六
〇
頁
）
十
月
。

第
十
四
図
、
左
隻
第
三
・
四
扇
中
段
、
４５
橋
姫
。
薫
、
宇
治
の
姉
妹
を
垣

間
見
る
（
⑤
一
三
九
頁
）
九
月
。

第
十
五
図
、
左
隻
第
三
・
四
扇
下
段
、
１６
関
屋
。
源
氏
と
空
蝉
の
一
行
、

逢
坂
の
関
で
す
れ
違
う
（
②
三
六
〇
頁
）
九
月
。

第
十
六
図
、
左
隻
第
五
・
六
扇
上
段
、
５０
東
屋
。
左
近
少
将
、
常
陸
介
の

娘
と
結
婚
（
⑥
三
八
頁
）
八
月
。

第
十
七
図
、
左
隻
第
五
・
六
扇
中
段
、
４３
竹
河
。
薫
と
蔵
人
少
将
、
詠
み

合
う
（
⑤
九
二
頁
）
四
月
。

第
十
八
図
、
左
隻
第
五
・
六
扇
下
段
、
１２
須
磨
。
源
氏
、
須
磨
の
海
を
眺

め
る
（
②
二
〇
〇
頁
）
八
月
。

通
観
し
た
と
こ
ろ
巻
の
順
で
も
季
節
の
順
で
も
な
く
、
ま
た
重
複
す
る
巻

も
な
い
。

一
図
ず
つ
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
本
屏
風
絵
と
似
た
作
品
が
二
件
あ

る
。
一
つ
は
山
本
春
正
が
本
文
を
校
訂
し
て
絵
も
描
き
承
応
三
年
（
一
六

五
四
）
に
刊
行
し
た
絵
入
源
氏
物
語
（
以
下
『
春
正
』
と
略
称
）、
も
う

一
件
は
同
志
社
大
学
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
二
巻
（721.2/G

10216

）

で
あ
る
。
当
絵
巻
は
外
題
も
内
題
も
な
い
が
内
容
は
源
氏
絵
で
、
全
五
十

五
図
か
ら
な
る
。
上
巻
の
第
一
紙
は
書
物
や
硯
・
墨
と
筆
・
筆
立
て
を
置

い
た
机
に
女
君
が
向
か
う
図
（
石
山
寺
に
籠
る
紫
式
部
か
）
で
、
左
下
に

「
常
信
筆
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
﹇
図
ウ
・
エ
﹈。
こ
の
落
款
が
狩
野
常
信

（
生
没
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
年
）
の
も
の
な
ら
ば
江
戸
幕
府
に
仕
え
た

御
用
絵
師
で
、
一
六
五
〇
年
に
父
尚
信
が
没
し
た
た
め
十
五
歳
で
木
挽
町

狩
野
家
を
継
い
だ
、
狩
野
家
四
大
家
の
一
人
で
あ
る
。
以
下
、
本
作
を

『
常
信
』
と
略
称
す
る
と
、『
常
信
』
上
巻
の
第
二
紙
か
ら
下
巻
末
ま
で
は

源
氏
絵
が
一
帖
に
つ
き
一
図
ず
つ
描
か
れ
、
詞
書
は
な
い
。
上
巻
は
１
桐

壺
か
ら
２７
篝
火
の
巻
、
下
巻
は
２８
野
分
か
ら
５４
夢
浮
橋
の
巻
ま
で
で
あ

る
。
各
図
の
左
端
に
は
「
壱
き
り
つ
ほ
」
の
よ
う
に
巻
数
と
巻
名
を
記
す

が
、「
廿
六
常
夏
」
図
は
２５
蛍
の
競
馬
、「
四
十
六
椎
か
本
」
は
４５
橋
姫
の

垣
間
見
の
場
面
を
描
く
。
よ
っ
て
２６
常
夏
・
４６
椎
本
の
図
は
な
く
、
代
わ

り
に
２５
蛍
・
４５
橋
姫
が
二
図
ず
つ
あ
る
（
詳
細
は
（
注
１１
）
参
照
）。
な

お
「
廿
六
常
夏
」
の
「
常
」
と
落
款
「
常
信
筆
」
の
「
常
」
と
は
書
体
が

異
な
る
﹇
図
オ
﹈。
保
存
状
態
は
良
好
で
、
本
紙
は
縦
二
六
・
六
セ
ン
チ
、

横
は
上
巻
の
第
一
紙
の
み
四
二
・
八
セ
ン
チ
、
他
は
四
二
・
三
セ
ン
チ
で

三
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あ
る
。
紙
本
淡
彩
で
、
着
色
は
心
覚
え
の
た
め
か
部
分
的
に
塗
ら
れ
植
物

の
描
写
な
ど
は
丁
寧
で
あ
る
の
で
副
本
、
ま
た
は
注
文
主
に
見
せ
る
た
め

の
サ
ン
プ
ル
か
と
推
測
さ
れ
る
（
佐
野
み
ど
り
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。

次
に
個
人
蔵
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」
の
全
図
（
以
下
、
本
図
と
呼
ぶ
）

を
第
一
図
か
ら
順
に
取
り
上
げ
、『
春
正
』『
常
長
』
と
比
較
す
る
。
物
語

本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
り
、
主
語
な
ど
を
適
宜
（

）
内

に
補
う
。
な
お
本
稿
の
末
尾
に
本
図
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
常
長
』
を

す
べ
て
掲
載
す
る
。

第
一
図
。
鴻
臚
館
に
て
高
麗
の
相
人
が
、
右
大
弁
に
連
れ
ら
れ
た
源
氏

を
観
相
す
る
場
面
。
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
名
場
面
だ
が
、
源
氏
の
前
に

献
上
品
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
こ
れ
は
物
語
本
文
の
「（
高
麗

人
が
源
氏
に
）
い
み
じ
き
贈
物
ど
も
を
捧
げ
た
て
ま
つ
る
」
に
該
当
す

る
。
ま
た
、
源
氏
は
繧
繝
縁
に
座
っ
て
い
る
が
、
そ
の
畳
は
も
と
も
と
天

皇
専
用
で
、
後
に
上
皇
や
東
宮
、
親
王
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
た
。
源
氏
は

親
王
宣
下
を
受
け
て
い
な
い
し
、
そ
も
そ
も
源
氏
を
「
右
大
弁
の
子
の
や

う
に
思
は
せ
て
」
連
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
繧
繝
縁
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。『
常
信
』
は
室
内
に
三
人
が
床
に
座
り
、『
春
正
』
は
源
氏
に
の
み

わ
ら
ふ
だ

藁
蓋
を
設
け
る
。
他
の
絵
で
は
源
氏
・
右
大
弁
と
高
麗
人
の
三
人
し
か
室

内
に
い
な
い
図
様
が
多
い
が
、
本
図
で
は
更
に
冠
姿
が
二
人
も
い
る
の

で
、「
い
み
じ
う
忍
び
て
こ
の
皇
子
を
鴻
臚
館
に
遣
は
し
た
り
」
と
い
う
、

父
帝
の
意
図
に
反
す
る
。
ま
た
床
の
石
畳
も
瓦
も
多
彩
に
塗
ら
れ
、
高
麗

人
が
ひ
れ
伏
す
ほ
ど
背
を
曲
げ
て
い
る
の
も
珍
し
い
。
よ
っ
て
本
図
は
よ

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
面
で
は
あ
る
が
、
描
き
方
に
目
新
し
さ
が
散
見
さ

れ
る
。
似
た
図
と
し
て
、「
源
氏
物
語
絵
巻

湖
水
五
十
四
帖
」（
十
七
世

（
�
）

紀
、
石
山
寺
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
、
当
絵
巻
は
「
土
佐
派
、
住
吉
派
、
狩
野

派
な
ど
と
い
う
流
派
に
帰
結
せ
ず
、
無
名
の
町
絵
師
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ

（
�
）

た
と
推
定
さ
れ
」
て
い
る
。
両
作
品
と
も
瓦
と
石
畳
が
カ
ラ
フ
ル
で
あ

り
、
室
内
に
い
る
人
の
配
置
も
似
て
い
る
。

第
二
図
。
源
氏
が
明
石
の
姫
君
を
引
き
取
り
に
来
た
場
面
。
迎
え
の
車

に
、「
母
君
（
明
石
の
君
）
み
づ
か
ら
（
姫
君
を
）
抱
き
て
出
で
た
ま
へ

り
」
と
本
文
に
あ
る
の
で
、
先
頭
に
立
ち
女
子
を
抱
き
か
か
え
て
い
る
の

が
明
石
の
君
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
女
主
人
な
ら
ば
身
に
つ
け
な
い
裳
を

（
�
）

明
石
の
君
が
着
用
し
て
い
る
の
は
、
源
氏
に
敬
意
を
表
す
る
た
め
か
。
後

方
の
女
性
が
手
に
持
つ
の
は
、
源
氏
が
贈
っ
た
守
り
刀
と
思
わ
れ
る
。
本

は
か
し

あ
ま
が
つ

文
に
も
、「
乳
母
、
少
将
と
て
あ
て
や
か
な
る
人
ば
か
り
、
御
佩
刀
、
天
児

や
う
の
物
取
り
て
乗
る
」
と
あ
る
。
源
氏
の
姿
が
見
え
な
い
の
は
、
車
内

に
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
常
信
』
は
屋
外
の
家
来
を
除
く
と
本
図
と
ほ

ぼ
同
じ
に
な
り
、
女
房
は
刀
と
天
児
を
持
つ
。
な
お
女
性
の
額
髪
を
見
る

と
『
常
信
』
は
垂
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
目
鼻
に
向
か
っ
て
伸

び
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
、
そ
の
特
徴
は
他
の
図
に
も
見
ら
れ
る
。

第
三
図
。
源
氏
が
初
め
て
明
石
の
君
を
訪
ね
る
道
中
で
、
当
巻
を
代
表

す
る
名
場
面
で
あ
る
。
源
氏
の
一
行
は
、
波
の
向
こ
う
に
見
え
る
明
石
の

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

三
一



君
の
邸
宅
を
眺
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
本
文
に
は
、

「
道
の
ほ
ど
も
四
方
の
浦
々
見
わ
た
し
た
ま
ひ
て
、
思
ふ
ど
ち
見
ま
ほ
し

き
入
江
の
月
影
に
も
」
と
し
か
な
く
、
屋
敷
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

『
常
信
』
は
源
氏
が
先
頭
に
立
つ
が
、
多
く
の
絵
は
本
図
の
よ
う
に
刀
を

肩
に
置
く
少
年
ま
た
は
家
来
が
先
導
し
て
い
る
。『
常
信
』
と
は
波
を
挟

ん
で
源
氏
一
行
と
建
物
を
配
置
す
る
構
成
が
似
る
程
度
で
、『
春
正
』
は

家
が
な
く
代
わ
り
に
月
が
浮
か
ぶ
。
手
前
か
ら
人
・
波
・
家
を
置
く
組
み

合
せ
は
、
１４
澪
標
の
『
春
正
』
第
一
図
（
源
氏
の
使
者
が
明
石
の
君
邸
を

目
指
す
）
に
も
見
ら
れ
る
。

第
四
図
。
貴
公
子
た
ち
が
舞
楽
の
稽
古
を
し
て
い
る
場
面
で
、
本
文
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

行
幸
の
こ
と
を
興
あ
り
と
思
ほ
し
て
、（
左
大
臣
邸
に
）
君
た
ち
集

ま
り
て
の
た
ま
ひ
、
お
の
お
の
舞
ど
も
習
ひ
た
ま
ふ
を
、
そ
の
こ
ろ

の
事
に
て
過
ぎ
ゆ
く
。
物
の
音
ど
も
、
常
よ
り
も
耳
か
し
が
ま
し
く

か
た
が
た

て
、
方
々
い
ど
み
つ
つ
、
例
の
御
遊
び
な
ら
ず
、
大
篳
篥
、
尺
八
の

笛
な
ど
の
大
声
を
吹
き
あ
げ
つ
つ
、
太
鼓
を
さ
へ
高
欄
の
も
と
に
ま

ろ
ば
し
寄
せ
て
、
手
づ
か
ら
う
ち
鳴
ら
し
、
遊
び
お
は
さ
う
ず
。

（
②
二
八
七
頁
）

い
つ
も
は
昇
殿
を
許
さ
れ
な
い
地
下
の
者
が
受
け
持
つ
太
鼓
を
、
青
年
貴

族
が
欄
干
の
も
と
に
寄
せ
て
楽
し
む
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は

（
�
）

田
口
榮
一
氏
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
覧
」
に
も
見
え
ず
、
作
例
は
伝
住
吉

（
�
）

如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
白
描
画
の
ほ
か
、『
常
信
』『
春
正
』
に
見

ら
れ
る
。
本
図
か
ら
琴
を
弾
く
人
を
省
略
す
る
と
『
常
信
』
に
な
る
。
ま

た
、
横
笛
を
吹
く
人
と
篳
篥
の
人
と
の
位
置
関
係
は
、
本
図
と
『
常
信
』

『
春
正
』
に
共
通
す
る
。
な
お
十
月
十
余
日
の
行
幸
に
備
え
て
の
準
備
で
、

当
該
箇
所
は
八
月
二
十
余
日
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
図
の
庭
に
咲
く

木
は
桜
に
見
え
る
。

き
ん

第
五
図
。
六
条
院
に
て
女
三
の
宮
は
琴
、
明
石
の
女
御
は
箏
、
紫
の
上

は
和
琴
、
明
石
の
君
は
琵
琶
を
演
奏
し
て
い
る
女
楽
の
場
面
。『
常
信
』

『
春
正
』
も
含
め
他
の
作
品
で
は
、
女
三
の
宮
・
明
石
の
女
御
・
紫
の
上

の
三
人
は
並
び
、
そ
の
向
か
い
側
に
明
石
の
君
と
源
氏
が
対
坐
す
る
と
い

う
構
成
を
成
す
の
に
対
し
て
、
本
図
の
よ
う
に
明
石
の
君
の
ほ
か
に
も
う

一
人
が
源
氏
側
に
座
る
例
は
稀
で
あ
る
。

第
六
図
。
有
名
な
場
面
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
が
、
本
図
か
ら
車

争
い
に
関
わ
ら
な
い
五
人
を
除
く
と
『
常
信
』
の
図
に
な
る
。
そ
の
五
人

の
う
ち
、
垂
直
に
か
ぶ
る
烏
帽
子
が
金
雲
の
た
め
斜
め
に
な
っ
て
い
る
者

が
い
る
。
ま
た
右
手
に
扇
を
持
ち
制
止
し
て
い
る
男
の
足
元
に
注
目
す
る

と
、『
常
信
』
は
両
足
が
見
え
て
い
る
が
、
本
図
は
左
足
が
金
雲
に
隠
れ

て
見
え
ず
、
そ
れ
に
よ
り
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
（
河
田
昌
之
氏
の
御
教
示

に
よ
る
）。

第
七
図
。
中
の
君
が
上
京
す
る
前
日
、
薫
が
宇
治
を
訪
ね
、
庭
の
紅
梅

の
香
り
を
詠
み
合
っ
た
場
面
。
二
人
が
話
し
合
う
直
前
を
描
い
た
図
な
ら

三
二
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ば
他
に
も
作
例
は
あ
る
が
、
当
該
場
面
は
管
見
の
限
り
『
常
信
』『
春
正
』

し
か
な
く
本
図
に
似
通
う
。
物
語
本
文
で
は
二
人
は
襖
を
隔
て
て
い
る

が
、
本
図
も
『
常
信
』『
春
正
』
も
二
人
の
間
に
何
も
な
い
。

第
八
図
。
本
図
だ
け
で
は
ど
の
場
面
か
分
か
り
に
く
い
が
『
常
信
』
に

同
じ
図
が
あ
り
「
十
五
蓬
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
源
氏
の
一
行
が

末
摘
花
を
訪
れ
た
場
面
と
判
断
さ
れ
る
。
物
語
本
文
に
は
「
御
か
さ
さ
ぶ

ら
ふ
」
と
惟
光
が
源
氏
に
話
し
か
け
、
絵
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
傘
を
描
く

こ
と
が
多
い
が
、
本
図
も
『
常
信
』『
春
正
』
も
傘
は
な
い
。
ま
た
本
図

も
『
常
信
』
も
先
導
す
る
惟
光
は
源
氏
を
見
て
い
る
が
、『
春
正
』
の
よ

う
に
振
り
返
ら
ず
前
を
見
る
方
が
多
い
。『
春
正
』
は
本
文
に
合
わ
せ
て

松
に
藤
を
描
く
が
、
本
図
と
『
常
信
』
は
松
の
み
で
藤
は
な
い
。
ま
た
物

語
で
は
末
摘
花
の
邸
宅
は
荒
れ
庭
に
は
蓬
が
生
い
茂
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
本
図
と
『
常
信
』
が
廃
屋
に
見
え
な
い
の
は
、
こ
と
に
よ
る
と
婚
礼

調
度
と
し
て
誂
え
ら
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

第
九
図
。
匂
宮
が
浮
舟
を
連
れ
出
し
、
舟
で
宇
治
川
を
渡
る
場
面
で
、

室
町
時
代
か
ら
描
き
継
が
れ
て
き
た
。
本
図
と
『
常
信
』
は
似
る
が
、

『
春
正
』
は
物
語
本
文
に
合
わ
せ
て
侍
従
も
添
え
る
。

第
十
図
。
源
氏
が
野
宮
に
い
る
六
条
御
息
所
を
訪
れ
た
場
面
。
本
文
に

は
「
黒
木
の
鳥
居
ど
も
」
と
あ
る
が
、
本
図
の
鳥
居
は
白
木
で
あ
る
。
こ

れ
は
手
本
の
写
し
間
違
い
、
あ
る
い
は
着
色
さ
れ
て
い
な
い
粉
本
の
類
い

に
よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。『
常
信
』
は
本
図
に
似
る
が
黒
木
、『
春
正
』

は
構
図
か
ら
し
て
本
図
と
違
う
が
、
鳥
居
に
は
細
か
く
線
が
引
か
れ
朱
塗

り
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

第
十
一
図
。
源
氏
が
玉
鬘
の
部
屋
を
訪
ね
た
場
面
。
本
文
に
は
「
け
し

ま
ゆ
み

う
ち
ま
つ

き
こ
と
に
広
ご
り
伏
し
た
る
檀
の
木
の
下
に
、
打
松
（
篝
火
に
た
く
松
の

割
木
）
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
置
き
て
」
と
あ
る
。
檀
の
葉
の

か
え
で

形
は
楕
円
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
の
も
の
は
葉
が
掌
状
な
の
で
楓

で
あ
ろ
う
か
。
物
語
で
は
七
月
で
あ
る
が
、
本
図
で
は
紅
葉
し
て
い
る
。

『
常
信
』
の
木
は
楓
に
は
見
え
ず
、『
春
正
』
の
は
判
別
し
に
く
い
。
ま

た
、
室
内
で
源
氏
に
向
き
合
う
玉
鬘
の
両
袖
が
、
本
図
と
『
常
信
』
で
は

舞
い
上
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
翻
る
袖
は
『
春
正
』
で
は
五

節
の
舞
姫
（
少
女
の
巻
）
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、「
源
氏
物
語
絵

巻
」
須
磨
・
明
石
の
巻
（
丹
波
篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
蔵
）
で
は
散
見
さ

（
�
）

れ
る
。

第
十
二
図
。
源
氏
の
住
吉
詣
。
こ
の
場
面
は
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

が
、
画
面
の
左
下
で
楽
人
た
ち
が
演
奏
し
て
い
る
様
は
珍
し
く
、『
常
信
』

が
く
に
ん
と
を
つ
ら

に
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
物
語
本
文
に
も
「
楽
人
十
列
な
ど
装
束
を
と
と

か
た
ち

の
へ
容
貌
を
え
ら
び
た
り
」（
②
三
〇
二
頁
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
住
吉

の
社
前
で
舞
楽
を
奉
納
す
る
た
め
で
あ
る
。
本
図
の
よ
う
に
惟
光
が
車
内

つ
か

に
い
る
源
氏
に
「
懐
に
設
け
た
る
柄
短
き
筆
な
ど
」
を
渡
し
た
の
は
、
そ

の
翌
日
に
住
吉
を
出
立
し
て
難
波
で
お
祓
い
を
し
た
と
き
で
あ
り
（
②
三

〇
六
頁
）、『
春
正
』
に
は
楽
人
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
本
図
に
の
み

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

三
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太
鼓
が
描
き
こ
ま
れ
、
逆
に
明
石
の
君
の
舟
は
見
え
な
い
。

第
十
三
図
。
六
条
院
に
朱
雀
院
と
冷
泉
帝
が
行
幸
し
た
場
面
。
本
文

に
、

池
の
魚
を
、
左
少
将
と
り
、
蔵
人
所
の
鷹
飼
の
北
野
に
狩
仕
ま
つ
れ

ひ
と
つ
が
ひ

す

け

る
鳥
一
番
を
、
右
の
少
将
捧
げ
て
、
寝
殿
の
東
よ
り
御
前
に
出
で

み
は
し

お
ほ
き
お
と
ど

て
、
御
階
の
左
右
に
膝
を
つ
き
て
奏
す
。
太
政
大
臣
仰
せ
言
賜
ひ

お
も
の

て
、
調
じ
て
御
膳
に
ま
ゐ
る
。（
③
四
六
〇
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
階
段
の
両
脇
に
は
右
少
将
が
二
羽
の
鳥
、
左
少
将
が
魚

（
た
だ
し
魚
の
形
で
は
な
い
）
を
入
れ
た
箱
を
持
っ
て
い
る
。
室
内
に
い

る
四
人
の
う
ち
、
端
近
に
い
る
の
が
太
政
大
臣
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
「
御

座
二
つ
よ
そ
ひ
て
、
主
（
源
氏
）
の
御
座
は
下
れ
る
を
、
宣
旨
あ
り
て
直

さ
せ
た
ま
ふ
」
と
あ
る
の
で
、
一
番
奥
に
い
る
の
が
朱
雀
院
、
手
前
の
二

人
の
う
ち
顔
が
見
え
な
い
の
が
冷
泉
帝
、
全
身
露
わ
な
の
が
源
氏
で
あ
ろ

う
。『
常
信
』
は
朱
雀
院
の
繧
繝
縁
の
配
置
や
畳
の
置
き
方
が
本
図
と
異

な
る
以
外
は
似
て
い
る
。『
春
正
』
は
太
政
大
臣
を
省
く
。
物
語
で
は
十

月
で
あ
る
が
、
本
図
の
庭
に
咲
く
木
は
桜
か
。
た
だ
し
第
四
図
に
添
え
ら

れ
た
桜
は
赤
い
葉
も
見
え
る
が
、
本
図
は
白
い
花
し
か
な
い
。『
常
信
』

の
は
若
葉
が
薄
紅
色
に
萌
え
出
た
桜
で
あ
ろ
う
。

第
十
四
図
。
薫
が
宇
治
の
姉
妹
を
垣
間
見
る
場
面
。
国
宝
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
以
来
、
描
き
継
が
れ
変
化
に
富
む
が
、
本
図
全
体
の
構
図
は
『
常

信
』
と
同
じ
で
あ
る
。
物
語
と
『
春
正
』
で
は
月
が
出
て
い
る
が
、
本
図

と
『
常
信
』
に
は
月
は
見
え
な
い
。
物
語
で
は
「
雲
隠
れ
た
り
つ
る
月
の

あ
か

に
は
か
に
い
と
明
く
さ
し
出
で
た
れ
ば
」（
⑤
一
三
九
頁
）
と
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
姉
妹
の
会
話
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で

あ
る
月
を
欠
く
の
は
、「
雲
隠
れ
」
の
様
子
を
描
写
し
た
か
、
あ
る
い
は

描
き
落
と
し
で
あ
ろ
う
か
。

第
十
五
図
。
逢
坂
の
関
で
源
氏
と
空
蝉
の
一
行
が
す
れ
違
う
場
面
。
門

の
傍
ら
に
あ
る
木
の
花
は
第
十
三
図
に
も
見
ら
れ
る
。
本
図
と
『
常
信
』

は
女
性
を
描
か
な
い
等
の
点
は
一
致
す
る
が
、
図
様
な
ど
は
異
な
る
。
ま

た
『
常
信
』
と
『
春
正
』
で
は
関
所
の
門
の
上
の
横
木
に
鋸
歯
の
よ
う
な

物
が
見
ら
れ
る
が
、
本
図
の
門
に
は
横
木
が
な
い
。

第
十
六
図
。『
常
信
』
と
『
春
正
』
に
同
じ
図
が
あ
り
、
常
陸
介
の
娘

が
左
近
少
将
と
結
婚
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
田
口
榮
一
氏
「
源
氏
絵
帖
別

場
面
一
覧
」（
注
（
４
）
に
同
じ
）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
紫
式
部

の
頃
は
新
郎
が
新
婦
の
も
と
に
三
日
間
通
い
、
三
日
目
の
夜
に
両
人
は
三

日
夜
の
餅
を
食
べ
た
。
と
こ
ろ
が
院
政
期
に
な
る
と
一
晩
通
え
ば
結
婚
は

（
�
）

成
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
日
夜
の
餅
が
不
要
に
な
る
と
実
態
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
。
本
図
は
三
方
が
三
個
あ
り
、
冠
を
被
っ
た
左
近
少
将
の
前

に
あ
る
の
は
簾
に
隠
れ
て
見
え
な
い
が
、
奥
に
い
る
新
婦
の
前
に
は
胡
粉

で
粒
々
ま
で
描
い
た
白
飯
が
器
に
盛
ら
れ
て
い
る
。
手
前
の
女
房
（「
乳

母
」（
⑥
三
八
頁
）
か
）
の
前
に
置
か
れ
た
三
方
に
は
金
で
縁
取
ら
れ
た

朱
色
の
盃
と
、
白
い
粒
々
の
固
ま
り
の
上
に
焦
げ
茶
色
の
帯
状
の
よ
う
な

三
四
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物
が
見
え
る
。

第
十
七
図
。
傷
心
の
薫
が
藤
侍
従
と
語
る
場
面
。
物
語
本
文
の
一
節
、

「（
薫
は
）
藤
侍
従
と
連
れ
て
歩
く
に
、
か
の
御
方
（
大
君
）
の
御
前
近
く

見
や
ら
る
る
五
葉
に
藤
の
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
き
か
か
り
た
る
を
、
水
の

む
し
ろ

ほ
と
り
の
石
に
苔
を
蓆
に
て
な
が
め
ゐ
た
ま
へ
り
」
を
絵
画
化
し
て
い

る
。
薫
は
大
君
（
玉
鬘
の
娘
）
に
求
婚
し
た
が
叶
わ
ず
、
藤
侍
従
（
玉
鬘

の
子
息
）
は
薫
に
同
情
し
て
い
る
。
場
所
は
玉
鬘
の
邸
内
で
あ
る
の
で
、

本
図
で
冠
を
か
ぶ
る
の
は
薫
、
烏
帽
子
は
藤
侍
従
で
あ
ろ
う
。『
常
信
』

と
『
春
正
』
は
二
人
と
も
烏
帽
子
で
あ
る
。

第
十
八
図
。
源
氏
が
須
磨
の
海
を
眺
め
る
場
面
。
物
語
本
文
に
は
、

「
前
栽
の
花
い
ろ
い
ろ
咲
き
乱
れ
、
お
も
し
ろ
き
夕
暮
れ
に
、（
源
氏
が
）

海
見
や
ら
る
る
廊
に
出
で
た
ま
ひ
て
、
た
た
ず
み
た
ま
ふ
（
中
略
）
沖
よ

り
舟
ど
も
の
う
た
ひ
の
の
し
り
て
漕
ぎ
行
く
な
ど
も
聞
こ
ゆ
」
と
あ
る
。

本
図
と
『
常
信
』
で
は
建
物
の
角
度
は
異
な
る
が
、
画
面
手
前
に
小
屋
と

紅
葉
し
た
木
々
、
渚
に
岩
を
配
置
す
る
点
は
共
通
す
る
。
本
文
の
「
雁
の

連
ね
て
鳴
く
」
に
合
わ
せ
て
『
常
信
』
は
雁
を
描
き
込
む
が
、
本
図
に
は

見
ら
れ
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
本
図
に
近
似
す
る
の
は
『
常
信
』
が
計
十
一
図

（
第
二
・
四
、
六
〜
十
一
、
十
四
・
十
六
・
十
八
図
）、『
春
正
』
が
計
三

図
（
第
七
・
十
六
・
十
七
図
）、
類
似
す
る
の
は
『
常
長
』
が
計
二
図

（
第
十
二
・
十
三
図
）
に
な
る
。
そ
れ
以
外
の
絵
も
描
き
方
は
異
な
る
が
、

同
じ
場
面
が
『
常
信
』
に
も
『
春
正
』
に
も
見
ら
れ
る
。『
春
正
』
は
全

二
二
六
図
も
あ
る
の
に
対
し
て
、『
常
信
』
は
五
十
四
図
し
か
な
い
。
本

図
は
全
十
八
図
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
の
十
三
図
が
『
常
信
』
に
似
る
の

は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
本
図
が
『
常
信
』
に
も
『
春
正
』
に
も
似

通
う
の
は
第
七
・
十
六
図
で
、
い
ず
れ
も
田
口
榮
一
氏
「
源
氏
絵
帖
別
場

面
一
覧
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
独
自
場
面
を
含
む
本
屏
風
に
は
、
狩

野
派
と
山
本
春
正
の
画
風
が
混
在
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
春
正
は
蒔
絵

師
・
地
下
歌
人
・
国
学
者
と
多
彩
で
、
絵
を
誰
に
師
事
し
た
か
は
不
詳
で

あ
る
が
町
絵
師
と
見
な
せ
よ
う
。

本
屛
風
に
つ
い
て
は
河
田
昌
之
氏
か
ら
、
次
の
よ
う
な
御
教
示
を
い
た

だ
い
た
。人

物
の
衣
紋
線
に
見
ら
れ
る
筆
の
打
ち
込
み
（
書
の
起
筆
の
よ
う

な
力
強
く
筆
を
入
れ
る
時
に
生
じ
る
部
分
）
や
人
物
の
顔
貌
か
ら
狩

野
派
の
作
風
が
感
じ
ら
れ
る
。
金
雲
の
周
囲
を
胡
粉
で
盛
り
上
げ
て

金
箔
を
施
す
手
法
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
金
雲
の
凹

凸
が
画
一
的
で
形
に
メ
リ
ハ
リ
が
な
い
。
屏
風
に
図
を
配
置
す
る
形

式
と
人
物
や
樹
木
な
ど
の
作
風
、
金
雲
の
形
を
併
せ
て
推
測
す
る

と
、
狩
野
派
の
作
画
を
学
ん
だ
町
絵
師
に
よ
る
十
八
世
紀
後
半
の
作

品
と
見
受
け
ら
れ
る
。

金
地
で
雲
形
の
間
に
場
面
を
配
置
す
る
形
式
が
似
通
い
、
画
像
配

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

三
五



置
が
似
て
い
る
も
の
と
し
て
、
林
原
美
術
館
所
蔵
の
源
氏
物
語
図
屏

風
が
挙
げ
ら
れ
る
。
狩
野
永
良
の
落
款
と
印
章
が
あ
り
、
京
狩
野
の

絵
師
に
よ
る
十
八
世
紀
の
源
氏
絵
で
あ
る
。

『
常
信
』
は
第
一
紙
に
常
信
の
落
款
が
あ
り
、
第
二
紙
以
下
も
常
信
筆
か

否
か
は
今
後
の
研
究
に
俟
つ
が
、
狩
野
家
ゆ
か
り
の
品
と
見
て
よ
か
ろ

う
。
そ
の
作
風
が
町
絵
師
に
ま
で
伝
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
常
信
』
と
同
じ
絵
巻
は
三
件
、
確
認
さ
れ
る
。
一
件
は
早
稲
田
大
学

所
蔵
九
曜
文
庫
蔵
「
源
氏
物
語
絵
」
一
帖
（
文
庫30_b0372

）
で
奥
書

（
�
）

な
ど
は
な
く
、
江
戸
末
期
写
と
見
ら
れ
五
十
四
図
揃
い
で
あ
る
。
二
件
め

は
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（022.1-205-1

）
で
、
巻
末

に
「
文
化
二
年
冬
日

光
貞
」
と
墨
書
さ
れ
、「
筆
墨
／
生
涯
獨
／
善
身
」

の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
土
佐
光
貞
（
生
没
一
七
三
八

（

）

〜
一
八
〇
六
年
）
が
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
件
め
は
鶴
見
大
学
蔵
「
源
氏
五
十
四
帖
絵
巻
」
三
軸
（913.365K

）

で
、
上
巻
の
第
一
紙
に
「
源
氏
五
十
四
帖

探
幽
」、
第
二
紙
に
「
五
十

四
帖
／
引
哥
／
山
路
露
／
系
図
／
爪
印
上
／
同

中
／
同

下
／
以
上
六

十
帖
／
探
幽
法
印
筆
／
天
保
二
卯
年
十
月
中
旬
／
幽
遠
斎
写
之
（
印
）」

と
あ
る
。
そ
れ
は
当
大
学
で
の
貴
重
書
展
示
に
何
度
か
出
陳
さ
れ
、
第
一

三
六
回
「
源
氏
物
語
の
和
歌
」（
二
〇
一
四
年
一
〜
二
月
）
の
際
の
高
田

信
敬
氏
の
解
説
の
一
部
に
、

上
巻
冒
頭
に
厚
手
楮
紙
（
幅
約
５
糎
）
を
加
え
、「
源
氏
五
十
四
帖

探
幽
」
と
墨
書
す
る
。
こ
の
部
分
は
汚
れ
・
手
択
が
目
立
つ
の
で
、

（
マ
マ
）

元
表
紙
の
一
部
か
端
裏
書
を
張
り
継
い
だ
と
推
さ
れ
る
。

と
あ
る
。
ま
た
『
鶴
見
大
学
特
定
テ
ー
マ
別
蔵
書
目
録
集
成
』
３
（
一
九

九
三
年
三
月
）
三
九
頁
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
高
田
信
敬
氏
の
解
説
を
全

文
引
用
す
る
。

狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜
一
六
七
四
）
の
原
本
を
天
保
二
年
（
一
八

三
一
）
に
模
写
し
た
と
す
る
が
、
源
氏
物
語
一
帖
一
図
方
式
の
掲
出

本
と
一
致
す
る
探
幽
の
源
氏
絵
は
見
当
ら
な
い
。
夕
顔
・
野
分
を
除

く
五
二
帖
分
は
す
べ
て
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
山
本
春
正
刊
源
氏

物
語
の
挿
絵
中
に
収
ま
る
。
同
時
代
の
出
版
物
を
狩
野
派
の
名
手
が

わ
ざ
わ
ざ
と
り
上
げ
る
の
も
不
審
で
あ
り
、
親
本
筆
者
を
探
幽
と
す

る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
幽
遠
斎
の
伝
記
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
都
立

中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
の
『
椿
図
』
の
作
者
で
も
あ
る
こ
と
を
知
り

え
た
の
み
。
上
巻
一
三
図
、
中
巻
二
〇
図
、
下
巻
二
一
図
で
、
中
巻

（

）

に
絵
の
順
序
の
乱
れ
あ
り
、
ま
た
下
巻
で
は
橋
姫
に
二
図
あ
っ
て
椎

本
の
分
を
欠
く
。
慶
安
版
本
登
場
人
物
の
増
減
、
構
図
の
左
右
反
転

な
ど
、
随
所
に
工
夫
が
見
ら
れ
、
特
に
原
拠
本
の
縦
長
画
面
を
横
長

に
組
み
か
え
、
狩
野
派
得
意
の
風
景
画
を
展
開
し
て
ゆ
く
あ
た
り
は

見
事
で
あ
る
。

右
記
の
文
中
に
挙
げ
ら
れ
た
探
幽
と
山
本
春
正
刊
（『
春
正
』
と
同
書
）

を
、
そ
れ
ぞ
れ
『
常
長
』
と
比
較
す
る
。
ま
ず
狩
野
探
幽
の
源
氏
絵
と
い

三
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う
と
、
探
幽
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
。
以

下
『
探
幽
』
と
略
称
）
が
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
常
長
』
と
比
べ
る

と
、
高
田
信
敬
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
殆
ど
の
巻
は
場
面
が
違
う
か
、
同

じ
場
面
で
も
描
き
方
が
異
な
り
、
似
て
い
る
の
は
帚
木
・
須
磨
の
巻
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
高
田
氏
が
『
春
正
』
の
挿
絵
中
に
収
ま
ら

な
い
、
と
さ
れ
た
４
夕
顔
で
あ
る
。『
常
長
』
も
『
探
幽
』
も
源
氏
が
夕

顔
を
連
れ
出
し
て
某
の
院
に
到
着
し
、
ま
だ
車
内
に
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
田
口
榮
一
氏
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
覧
」（
注
（
４
）
に
同
じ
）、
龍

（

）

澤
彩
氏
「
源
氏
絵
場
面
一
覧
」
に
も
『
探
幽
』
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。
両
図
と
も
牛
を
外
し
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
車
体
は
傾
く
の
で

く
び
き

な
が
え

『
常
長
』
は
軛
を
簀
子
に
載
せ
て
い
る
﹇
図
カ
﹈。
一
方
『
探
幽
』
は
轅

（
長
柄
）
の
片
方
が
簀
子
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
車
両
は
水
平
を
保
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
る
で
赤
い
紐
を
結
ん
だ
軛
が
宙
に
浮
い
た

か
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
そ
の
不
自
然
さ
を
解
消
す
る
た
め
、

『
常
長
』
の
よ
う
な
図
様
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
『
常
長
』
と
『
春
正
』
を
見
比
べ
る
と
、
両
者
の
場
面
が
異
な
る

の
は
高
田
氏
が
示
さ
れ
た
４
夕
顔
・
２８
野
分
の
ほ
か
に
は
次
の
三
巻
し
か

な
い
。
そ
の
相
違
点
を
『
春
正
』『
常
長
』
の
順
に
挙
げ
る
と
、
２
帚
木

（
雨
夜
の
品
定
め
で
源
氏
・
頭
中
将
の
み
│
左
馬
頭
と
藤
式
部
丞
も
加
わ

り
四
人
）、
５
若
紫
（
僧
都
と
聖
、
源
氏
に
贈
物
を
す
る
│
北
山
で
合

奏
）、
１８
松
風
（
明
石
の
君
と
尼
君
│
源
氏
と
明
石
の
君
）
で
あ
り
、
同

じ
場
面
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
両
者
に
は
時
間
の
差
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

四
十
九
帖
の
う
ち
酷
似
す
る
の
は
十
四
帖
、
似
た
図
は
九
帖
に
も
及
び
、

そ
の
う
ち
の
六
帖
は
第
一
部
（
１
桐
壺
〜
３３
藤
裏
葉
）
で
、
殆
ど
は
第

二
・
三
部
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
田
口
榮
一
氏
「
源
氏
絵
帖
別
場

面
一
覧
」
に
見
ら
れ
な
い
も
の
は
五
図
あ
り
、
巻
の
順
に
列
挙
し
て
『
春

正
』
の
第
何
図
か
（
例
え
ば
⑴
は
第
一
図
）
を
示
す
と
、
３１
真
木
柱
⑷
・

３６
柏
木
⑷
・
４８
早
蕨
⑵
（
本
図
の
第
七
図
）・
５０
東
屋
⑵
（
本
図
の
第
十

六
図
）・
５２
蜻
蛉
⑴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
常
長
』
の
半
数
近
く
が

『
春
正
』
に
似
る
の
は
一
方
が
他
方
を
参
照
し
た
か
、
あ
る
い
は
同
一
ま

た
は
類
似
の
粉
本
等
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
入
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
狩
野
家

伝
来
と
思
わ
れ
る
『
常
長
』
の
絵
と
、
蒔
絵
師
を
本
業
と
す
る
山
本
春
正

が
手
掛
け
た
挿
絵
と
が
何
故
に
深
く
関
わ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
た
い
。

﹇
付
記
﹈

調
査
・
撮
影
・
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
御
所
蔵
者
様
、
ま
た

御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
佐
野
み
ど
り
先
生
と
河
田
昌
之
先
生
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

本
稿
は
、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究

と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

第
２１
期
研
究
会
第
６
研
究
（
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四
年
度
）、
科
学
研
究
費

助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介
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三
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
り
、
ま
た
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

注
（
１
）
佐
野
み
ど
り
氏
監
修
・
編
著
『
源
氏
絵
集
成
【
図
版
編
】』（
藝
華
書

院
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
所
収
。

（
２
）
エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー＝

ボ
エ
ー
ル
氏
「
絵
の
中
の
絵
│
源
氏
湖
水

絵
巻
を
め
ぐ
っ
て
│
」
二
一
三
頁
、
佐
野
み
ど
り
氏
監
修
・
編
著
『
源

氏
絵
集
成
【
研
究
編
】』（
藝
華
書
院
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
所
収
。

（
３
）
女
楽
の
場
面
（
本
屏
風
の
第
五
図
）
に
お
い
て
も
、
明
石
の
君
は

う
す
も
の

「
羅
の
裳
は
か
な
げ
な
る
ひ
き
か
け
て
、
こ
と
さ
ら
卑
下
し
た
れ
ど
」

（
④
一
九
三
頁
）
と
あ
る
。

（
４
）
秋
山
虔
氏
・
田
口
榮
一
氏
『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』

（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
八
年
六
月
）
所
収
。

（
５
）『
伝
住
吉
如
慶
筆

源
氏
物
語
画
帖：

全
五
十
四
作
』（
ア
イ
・
イ

ー
・
ア
イ

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
二
年
）。

（
６
）
岩
坪
健
「〈
資
料
紹
介
〉
丹
波
篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
須
磨
・
明
石
の
巻
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
九
一
号
、
二
〇
一

九
年
一
二
月
）。
同
「
狩
野
典
信
原
画
・
橋
本
栄
保
模
写
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
須
磨
・
明
石
の
巻
（
丹
波
篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
蔵
）
の
紹
介

│
土
佐
光
貞
「
源
氏
物
語
須
磨
図
絵
巻
」（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館

蔵
）
と
住
吉
廣
行
「
源
氏
物
語
須
磨
巻
絵
巻
」（
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
）

と
の
関
わ
り
│
」（『
人
文
学
』
第
二
〇
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）。

（
７
）
大
江
匡
房
（
生
没
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
年
）
が
著
し
た
有
職
故
実

と
こ
ろ
あ
ら
は
し

書
『
江
家
次
第
』
に
、「
近
代
露
顕
一
夜
也
。
仍
無
二

後
朝
使
一

云
々
」

と
あ
る
。

（
８
）
本
図
で
は
朱
色
の
盃
と
白
い
塊
に
見
え
る
が
、
本
来
は
紅
白
の
餅
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
南
北
朝
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
注
釈

書
『
河
海
抄
』
に
は
「
三
日
夜
餅
は
白
一
色
」
と
あ
る
が
、『
古
事
類

苑
』
礼
式
部
十
四
・
婚
嫁
三
に
収
め
ら
れ
た
「
山
科
家
雑
記
」
文
明
十

三
年
（
一
四
八
一
）
二
月
十
七
日
の
記
事
に
は
「
三
日
の
い
わ
ゐ
、
あ

か
き
も
ち
い
、
し
ろ
き
も
ち
い
」
と
あ
り
、
紅
白
の
餅
が
用
意
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
９
）
本
画
帖
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
全
図

掲
載
。

（
１０
）
当
絵
巻
は
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載

さ
れ
、
２１
少
女
〜
５４
夢
浮
橋
の
巻
の
み
現
存
す
る
。
２１
少
女
と
２５
蛍
の

み
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
て
、
巻
頭
図
は
「
廿
一
蛍
」、
次
い
で
「
廿
二

玉
蔓
」「
廿
三
初
音
」「
廿
四
胡
蝶
」「
廿
五
乙
女
」「
廿
六
常
夏
」
と
続

く
。

（
１１
）
当
絵
巻
は
鶴
見
大
学
図
書
館
編
『
源
氏
五
十
四
帖
絵
巻
で
見
る
源
氏

物
語
』（
一
九
九
二
年
一
一
月
）
に
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
全
図
掲
載
さ
れ
、

場
面
の
説
明
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
『
常
信
』
の
「
廿

五
蛍
」
図
を
２６
常
夏
で
雲
居
雁
が
昼
寝
を
咎
め
ら
れ
た
箇
所
、「
廿
六

常
夏
」
図
を
２５
蛍
の
競
馬
の
場
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
二
図
だ
け

巻
の
順
が
逆
に
な
り
、
解
説
に
「
中
巻
に
絵
の
順
序
の
乱
れ
あ
り
」
と

書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
常
夏
の
巻
に
も
「（
雲
居
雁
は
）

扇
を
持
た
ま
へ
り
け
る
な
が
ら
、
腕
を
枕
に
て
」（
③
二
三
八
頁
）
と

扇
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
廿
五
蛍
」
図
を
蛍
の
巻
で
源
氏
が
玉
鬘

を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
蛍
は
見
え
な
い
が
そ
の
光
で
顔
が
見
ら

三
八
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れ
な
い
よ
う
「（
玉
鬘
は
）
扇
を
さ
し
隠
し
た
ま
へ
る
」（
③
二
〇
〇

頁
）
の
箇
所
と
推
測
す
る
と
、
両
図
と
も
蛍
の
巻
に
な
り
、
絵
の
順
序

の
乱
れ
は
な
く
な
る
。

（
１２
）
龍
澤
彩
氏
『
絵
巻
で
読
む
源
氏
物
語
│
毛
利
博
物
館
所
属
「
源
氏
物

語
絵
巻
」』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
所
収
。

（
第
２１
期
第
６
研
究
会
に
よ
る
成
果
）

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

三
九



図
イ

左
隻

図
ア

右
隻

図
エ

図
ウ

図
カ
『
常
信
』
４
夕
顔

図
オ

四
〇
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第
一
図

１
桐
壺

『
常
信
』
１
桐
壺

第
二
図

１９
薄
雲

『
常
信
』
１９
薄
雲

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

四
一



第
三
図

１３
明
石

『
常
信
』
１３
明
石

第
四
図

６
末
摘
花

『
常
信
』
６
末
摘
花

四
二
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第
五
図

３５
若
菜
下

『
常
信
』
３５
若
菜
下

第
六
図

９
葵

『
常
信
』
９
葵

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

四
三



第
七
図

４８
早
蕨

『
常
信
』
４８
早
蕨

第
八
図

１５
蓬
生

『
常
信
』
１５
蓬
生

四
四
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第
九
図

５１
浮
舟

『
常
信
』
５１
浮
舟

第
十
図

１０
賢
木

『
常
信
』
１０
賢
木

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

四
五



第
十
一
図

２７
篝
火

『
常
信
』
２７
篝
火

第
十
二
図

１４
澪
標

『
常
信
』
１４
澪
標

四
六
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第
十
三
図

３３
藤
裏
葉

『
常
信
』
３３
藤
裏
葉

第
十
四
図

４５
橋
姫

『
常
信
』
４５
橋
姫

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

四
七



第
十
五
図

１６
関
屋

『
常
信
』
１６
関
屋

第
十
六
図

５０
東
屋

『
常
信
』
５０
東
屋

四
八
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第
十
七
図

４３
竹
河

『
常
信
』
４３
竹
河

第
十
八
図

１２
須
磨

『
常
信
』
１２
須
磨

「源氏物語図屏風」（個人蔵）の紹介

四
九


